
 

令 和 ７年 １月 １４日 

北九州市小倉北区役所 

報道機関各位 

 

 

 

 

 

 

近代女性俳句の源流と評され、本市を中心に活躍した杉田久女を偲び、下記のとお

り「久女忌」が執り行われます。 

つきましては、ご多忙中恐縮ですが、取材方よろしくお願い申し上げます。 

 

１ 日 時  令和７年１月２１日（火）１０：００～１０：３０（雨天決行） 

２ 場 所  圓通寺
えんつうじ

（久女ゆかりの地） 小倉北区妙見町１－３０ 

３ 内 容  ・主催者挨拶（久女・多佳子の会会長 久末 隆彦） 

        ・来賓挨拶（小倉北区長 天本 克己） 

・献花（久女が好んだ白菊を献花）、焼香 

・献句（久女の句を披露） 

・遺族挨拶（久女の孫 石 太郎氏） 

  ４ 講話会   「久女忌」終了後、『講話会』あり（参加無料） 

時間：１０：４５～１1：４５（予定） 

演題：「俳人 野見山
の み や ま

朱
あ

鳥
すか

の世界」 

講師：俳句結社青嶺 主宰 岸原 清行 

５ 主 催  久女・多佳子の会 

６ 後 援  小倉北区役所 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 駐車場の都合等確認が必要ですので、取材いただける場合は事前に上記までご連絡下さい。 

●杉田久女（すぎたひさじょ） 

明治 23年 5月 30日鹿児島で出生。 

お茶の水高等女学校卒業後、明治 42 年旧制小倉

中学（現小倉高校）の美術教師 杉田宇内との結婚

により小倉に移り住む。大正 5 年､兄の手ほどきで

句作を始める。 

大正 11年高浜虚子歓迎句会（於：櫓山荘）で橋本多

佳子に出会い俳句指導を行う。 

昭和 6 年日本新名勝俳句で帝国風景院金賞を受賞

するなど女性俳句の発展に大きく貢献した。 
「久女忌」の様子 

小倉織 

【問い合わせ先】 小倉北区役所 総務企画課 

担当：野坂、川井（係長）  電話：０９３－５８２－３３３５ 

 

近代女性俳句の源流・杉田久女 

『久女忌』開催 
ひ さ じ ょ き 

【久女・多佳子の会について】 

小倉が生んだ著名な俳人である杉田久女と橋本多佳子の功績を広く後世に顕彰することを 

目指し設立。平成 10年から杉田久女を偲び、その功績を顕彰するため、久女の命日である 

１月２１日に「久女忌」を毎年開催している。 

 


